































































































これにより，平成 20年度からは両学科併せて計 150名定員で 3年生の保育実習を行うことと
なったため，保育実習指導の体制・教育方法について，それまでのあり方を抜本的に見直すこと
とし，以来数年の間，諸々の試行を重ねてきた。
現在では，保育実習指導（2～ 3年 : 通年科目）と保育士課程の 2年ゼミ（社会福祉援助技術
60 東北福祉大学研究紀要　第 37巻
演習 : 通年科目）・3年ゼミ（総合演習 : 通年科目）はリンクしており，課程全体（約 600人）・





























WSAには，ワールド・カフェ，オープン・スペース・テクノロジー（Open Space Technology ; 






















  ①単独学習と組織学習（グループワーク）を並行的に行う 
  ②問いの探求、解決すべき課題の焦点化、学習による知識の獲得、対話（ダイアロー 
   グ）を通じた思考の深化、問題解決型の学習過程を経る学びを行う 
  ③想定や実例などを通じて、保育実践を現実的かつ具体的で身近に感じられるテーマ 
   を設定する 
  ④学生による自己決定的で能動的な学習を展開する 
  ⑤教員はファシリテーターの役割を果たす 
  ⑥学生の自己省察を促し、能動的な学びの過程と結果を把握するためにエバリュエ― 
   ション（相互評価）を援用する 
  ⑦学びの成果を全員でシェアし、さらなる省察とフィードバックを期待した評価とな 

























僚性と協働性が求められる“任意”のプロジェクト型 PBL （Project-Based Learning）
における自発的・主体的プロジェクトの創出を目論んで OSTを実施した。 
 
 ☆問題解決型 PBL 保育ゼミ≪総合演習≫（３年次通年） 
  ①教員が学生に問題（テーマ）および枠組みを設定する。 
  ②学生が自主的に学習して授業の準備をする。 
  ③各ゼミ（全部で６ゼミ）ごと、それぞれ５グループ（４～５人）に分かれて作業を 
   分担し、授業をすすめていく。 
  ④前期・後期それぞれ共通の問題（テーマ）を設定し、各ゼミ内での発表および討議 
   等を踏まえて、保育士課程全体（１～４年）で発表会を実施する。 
 
 ☆《保育実習の事後指導≫（３年次後期）  
  ①ワールド・カフェで対話を重ね、集合知を創生する。（８０分授業×３回） 
  ②学びの成果について対話を重ね、KJ法等で概念化・整理し、ポスターセッション 
   の準備を行う。（８０分授業×４回） 
  ③ポスターセッションでプレゼンテーションを行い、対話を重ねながらシェアする。 
   （８０分授業×２回） 









































  ①セッティング 
    ゲストを迎えるカフェのような空間演出を施し、準備を整え、参加者の属性・ニ 
   ーズ等をふまえ、テーマを設定する（実はこの段階が最も重要）。 
  ②チェックイン（スタート） 
    カフェ・ホスト（ファシリテーター）より、ワールド・カフェの概要、ねらい、    
   カフェ・エチケットなどのオリエンテーションを行い、グルーピングをする。 




























































以上をまとめ，平成 23年度の 3年次後期の一連の流れは，次図のとおりである。 
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   ②アクションプランを実行 















 Ａ 見学・訪問系プロジェクト 
  例 【東日本保育ツアープロジェクト】 
    このプロジェクトは、「自分の理想の保育は？それはどこにある？」という素朴な 
   問題意識を抱くメンバーが、協働して実地に現場を数多く訪問することで、保育の 
   実際を探求・共有することを目的として発足した。 
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